
① リールのボタンはそのまま（OFF.●）

使うのはシルバーのボタンと

ハンドルのみ 図１

② 穂先、足台をセット

シルバーのボタンを押し、糸をガイド

（穂先の輪）に通してゆく 図２

③ 穂先まで通した糸のサルカンと

仕掛けのサルカンを組み合わせる

④ 仕掛けを引き抜き出てきた針に

エサを付け、ハサミでエサを切る

⑤ 竿を氷上に置き氷穴の中心に

糸を垂らし、湖底まで仕掛けを

落とす 図３

⑥ 湖底にオモリが着いたら

カチッと鳴るまでハンドルを回す

⑦ 竿を氷上に置いた状態で湖底から

オモリが１０～２０㎝程度浮いた状態

に調節する

（ハンドル１回転で約２０㎝巻取）

⑧ 基本は置き竿！

１０秒に１回程度竿を上下させ

誘いを入れる

待つ間は竿から手を放し、ひたすら

穂先に注目 図４

⑨ 穂先が動いたら

すぐに竿を持ち上げハンドルを回し

巻き上げる

OFF,●のまま
ハンドル

シルバーのボタン

↓ ガイド

サルカン →

↑ 足台

糸は氷穴の中心に！

端だと氷に針が引っ掛かります

竿を手に持つのは

誘いと巻き上げる時だけ

図１

図２

図３

図４

裏面も見てね →



ワンポイントアドバイス
・エサはなるべく小さく切ろう！

中身を出すことでワカサギが寄ってきます。

エサは小さい方が、ワカサギもひと口で

食べやすくなります。 図１

・マメなエサ交換！

１５分アタリが無かったら、新鮮なエサに

取り換えてみましょう。

・使い終わった仕掛けは

台紙にクルクル巻き取ってから戻しましょう。

図２

・テントに使っているペグが抜けない時は

別のペグを図３のように差し込み

左右に動かしながら引くと抜けやすくなります。

絶対にハンマーで横から叩かない事！ 図３

・遅くとも１６：００には撤収作業を始めましょう。

・ゴミは持ち帰りましょう

図１

図２

図３

岩洞湖 レストハウス

レンタルコーナー

裏面も見てね →


